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３ きらめき発表会・クガニー発表会

　12 月１日（日）、大宜味小学校体育館において令和６年度きらめき発表会が行われました。

　各学年ができるようになったこと、初めて挑戦したこと、学んだことを発表しました。どの学年も全力で取り

組み、発表会テーマの「一生懸命・仲間共に　元気と笑顔で輝け大宜味っ子」を成し遂げました。

２年生：みんなでダンス・ダンス・ダンス

３年生：楽器と友だち♪

４年生：もののけ姫・ソーラン節

５年生：５年生が知らなかった 音楽の世界

１年生：できるようになったよ！

６年生：なきむし・せいとく

きらめき発表会

く が に ー 発 表 会宜 味 中大

　大宜味中では総合的な時間（くがにータイム）で１年生は「地域とふれ合う」、２年生は「地域の産

業を学び、将来を見つめる」、３年生は「地域を見つめなおし、将来の生き方を考える」をテーマに学

習に取り組んでおり、スライドでまとめたことを発表しました。

　この日は夏休みに海外短期留学でワシントン大学に留学した１年生の前田泰那さんが英語で留学の様

子をわかりやすい英語とよくまとめられたスライドで発表しました。

２しまんちゅ芸能

第 27 回しまんちゅ芸能

　11 月 30 日（土）、大宜味村農村環境改善センター

において、第27回しまんちゅ芸能が開催されました。

　子どもたちの元気な演奏や歌、初めて挑む琉球舞

踊に息の合ったフラダンスで会場は盛り上がり、大

人の深みのあるギター演奏や懐かしい歌、合奏、新

たなジャンルの弾き語りなど魅力いっぱいのしまん

ちゅ芸能となりました。

　12 月 13 日（金）、大宜味中学校体育館において令和６年度くがにー発表会が開催されました。

　全校生徒の合唱でスタートした今年度のくがにー発表会。　発表会を終え、新生徒会長の大湾心晴さ

んは「１年生は村について学んだこと、２年生は職場体験を通して働くことの大切さと喜びを発表。３

年生は修学旅行から学校とは違う集団生活を通してさらに友情を深めることができたと思います。私た

ちの学校生活を支えてくれる保護者の皆さま、地域の皆さまこれからも大中一同精一杯頑張るので応援

よろしくお願いします」とあいさつしました。

　地域を学び、地域の魅力を中学生が発信する内容盛りだくさんの発表会となりました。
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こども園生活発表会・教育委員会だより ４

～教育委員会　会議だより～
　　第７回　教育委員会会議　　令和６年 11 月 28 日（木）午後２時開催　
　

≪審議事項≫

議案第 21 号　 令和６年度大宜味村一般会計補正予算（教育費予算（第９号））について　≪可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

たんぽぽ組：お返事ハイ！できるかな

すみれ組：おべんとうバス！ちゅうりっぷ組：どんな色が好き？

ひまわり１組：おおかみさーん♪やんちゃかいじゅうどっか～ん

ひまわり２組：おおきなかぶアレンジ ver　エイサーあそび

ゆうな組：Lets Enjoy English♪

でいご組：楽器あそび　空手

おおぎみこども園 生活発表会

　12 月７日（土）、おおぎみこども園にお

いて令和６年度おおぎみこども園生活発表

会が行われました。保育部は自分たちの好

きな歌や本の表現あそびを元気いっぱい披

露。幼児部はお話やエイサー、英語、楽器

あそびや空手など様々なことにチャレンジ

しました。全力で取り組む園児たちからた

くさんの元気をもらいました。

２０２５年 （令和７年） １月１日 大教委通信 No.３６０

育英会お知らせ・図書情報５

図書室情報 №65　2025 年（令和 7年）1月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

1 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,738 人

〇貸出冊数…6,203 冊

〇登録者数…１82 人

12 月の統計（12/20 まで）

〇来室者数…のべ 49 人

〇貸出冊数…46 冊

現在の蔵書数…８,578 冊

新 

着 

図 

書

『老いはのどからやってくる』宮本隆治 / 著　サンマーク出版

『別れを告げない』ハン・ガン / 著　白水社

『地面師たち』新庄耕 / 著　集英社

『私の話を聞いてください』

　福知由菜・福知里恵 / 著　ボーダーインク

『くまとやまねこ』湯本香樹実 / 著　河出書房新社

『ぎょうざがいなくなりさがしています』玉田美知子 / 作　講談社

令和 7 年度大宜味村育英会入学準備金貸付募集についてお知らせ

　大宜味村育英会では、村内に住所を有し、大学、短大、専門学校（高等専門学校含む）等に進

学予定の者で、経済的な理由により修学困難な学生を対象に、令和 6 年度入学準備金貸付奨学生

を次のとおり募集します。

１　採用人員　　若干名

２　貸付金額　　３０万円（県内・県外同額）

３　応募資格　（１） 大宜味村に住所を有し、現在大学、短大、専門学校等に進学予定の者で、経済

　　　　　　　　　 的な理由で修学困難な者。

　　　　　　　（２） 学業優秀，志操堅固であること。

　　　　　　　（３） 家計上学資の支出が困難であること。

４　提出書類　① 大宜味村育英資金入学準備金申請書

　　　　　　　② 合格証明書

　　　　　　　③ 在学証明書（進学後に提出。令和 7 年４月１日以降に発行されたもの）

　　　　　　　④ 住民票謄本（続柄入り）

　　　　　　　⑤ 所得証明書（同一生計者全員分）

　　　　　　　⑥ その他必要な関係書類（村育英会が必要と判断した場合のみ）

５　受付期間　令和 7 年 1 月 15 日（水）～２月 14 日（金）

　　　　　　　午前 8：３０～午後５：１５( 土、日曜、祝祭日は除く )

６　提出先　  大宜味村育英会（大宜味村教育委員会内）   〒905-1392 大宜味村字大兼久 157 番地

７　奨学生決定通知

　　貸与者の選考は、願書等の書類に基づき、村育英会役員会の審議を経て決定します。

　　(３月中に本人宛通知します。)

※ 月額貸付奨学金（月額３万円）については、４月の募集となります。

　　　（申請受付は別途ご案内いたします。）

※ その他、詳細については、村教育委員会へお問い合わせ下さい。

　　　ＴＥＬ　０９８０－４４－３００６（担当：山城）

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

☀年度内お一人５冊まで本のリクエスト

ができます！沖縄県立図書館の本を取り

寄せるサービスも利用できますので、

お気軽にお声掛けください！！

～図書のリクエスト受付中～
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村史編さんだより

ผ✬ࠎߐだより

第 165 号　2025 年 1 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

謹賀新年🌸 🎍
今年もよろしくお願いします✨

　昨年を振り返ると、 元旦に発生した能登半島地震に始まり、 九州、 東北地方を中心に全国各地での豪雨や、 記録的猛暑によ

る熱中症被害、 「南海トラフ地震臨時情報 （巨大地震注意）」 が発表 （8 月）、 県内では少雨によるダムの貯水率の低下、 台湾

付近を震源とする大地震により津波警報が発令され、 高台などへ避難 （4 月）、 11 月には本島北部に発生した記録的豪雨のため

各地で土砂崩れや河川の氾濫が起り、 津波浄水場が冠水による機能停止で断水が続く…など、 災害に始まり災害に終わったよ

うな印象の年となりました。

　村史編纂事業に関しましては、 2011 （平成 23） 年に事業がスタートし、 村民の皆さま、 関係者の皆さまのご協力のお陰で、

これまでに 8冊の村史各編が発刊され、 今年度末に発刊予定の 「通史編」 「資料編」 「普及版」 を残すのみとなりました。 残り 3

か月と短い期間となりましたが、 引き続きご理解 ・ ご協力の程よろしくお願いします。

　来年は巳年！蛇は金運の象徴ともいわれる縁起のいい生き物。 2025 年は景気回復、安心・安全な年となり、村民の皆さまにとっ

て素晴らしい 1年になりますように！！

蛇女房（おおぎみの昔話より）　饒波　前田スミ（大正 7年生）
　昔むかしある所に漁師がいた。妻は子どもを 1人産んで亡くなってしまい、漁師はその子を負ぶってもっ
と暮らしやすい場所を探して歩いていた。道中、４、5人の子供が白蛇をいじめて遊んでいたところへ通り
かかり「かわいそうだから逃がしてあげないか」といって、お金もなくて困っていたが財布ごと子ども達に
渡して蛇を逃がしてやった。日が暮れてある小屋にたどり着いた。子どもがひもじいと泣いても食べ物を買
うお金はなく困っていたら、女の人が訪ねて来て自分に子供を育てさせてくれといい、乳を与え面倒を見て
くれた。
　そして 1年も経ち子どもも乳を飲まなくなるほどに成長すると、「私はあなたが助けた白蛇の親で、いつ
までもここにいることはできない」と打ち明けた。漁師は「蛇でもいいからいてください。この子が泣いた
らどうすればいいのか」と頼んだが、それは許されないという。その代わり蛇は自分の片目を取って差し出し、
「これを見ればこの子も寂しくないし、あなたにもいいことがあります」といった。そして夕方になり空が真っ
黒になったかと思うと海の中に帰っていった。
　漁師が不思議な玉を持っているということを聞きつけた王様が、家来と共にやって来て、息子が大きくなっ
たら良い勤めをさせてやるから玉を譲ってくれといった。漁師は断ることもできずに玉を献上したものの、
落胆して浜に向かい、王様に玉を取られたことを告げると、また白蛇が現れもう一方の目を取って漁師に差
し出した。目が見えなくては困るだろうと案ずる漁師に白蛇は「これからは音を聞くことはできるから、あ
なたたちがお寺を作って鐘を吊るしてね、夕方になったらその鐘を鳴らしておくれ」といって消えていった。

ẐởỮịỦܖᄂᆮ˟ẑ ỉắకϋ

　12 月 15 日（日）、東村山と水の生活博物館において「やんばる学研究会」（仲原弘哲会長）が開催されました。「やんばる

学研究会」とは、恩納村以北の沖縄本島北部部および伊江島、伊平屋島、伊是名、さらには奄美まで含めたところの「やんばる」

に関する、歴史・民俗、言語、文学、自然、産業等、多岐にわたる分野を研究対象に、さまざまな角度から「やんばる」と

いう地域を見つめるという趣旨で 2011（平成 23）年に設立された民間団体で、全島から集まった歴史好きの会員が調査・研

究発表や意見を交換する場となっています。どなたでも参加できますので、興味のある方は事務局へお問合せ下さい。

事務局：名護博物館（気付）☏０９８０－５３－１３４２

䠕 ผ✬ࠎߐだより

北山の滅亡と千代金丸複製　仲原弘哲

（元今帰仁歴史文化センター館長・大宜味村史編纂委員）

　『球陽』『中山正鑑』などに登場する千代金丸の伝承は、

三山統一をもくろむ中山王尚巴志の連合軍に攻め滅ぼされ

た北山王攀安知（はんあんち）が、グスクを守り切れなかっ

たことに怒り、これまで守護してくれた霊石を切りつけ、

その刀で自害しようとしたが死にきれず、麓を流れる志慶

間川（重間川）に投げ捨てて命を絶った。その刀が志慶真

川の下流の水渓（ミヂバイ）に流れ着き、これが光を発す

るのを伊平屋の人が拾い上げて中山王に献上したという。

　尚家で保存されていた千代金丸は国宝に認定され、現在

は那覇市歴史博物館が所蔵している。北山と縁の深い千代

金丸を、那覇市歴史博物館が行った 2014 年の補修を好機と

捉え、一括交付金を使って今帰仁村が複製、同村歴史文化

センターに常設展示している。

　この夢のある事業は仲原氏の手により実現したものであ

る。東京、神奈川、長野の刀職人が手掛け、金と銅の立派

な拵（こしらえ：外装）で刀身は長さ 82.2 ㎝、重さ 390g。

約一千万という随意契約では異例の事業費と、一括交付金

のユニークな活用法としても話題になった。

◀
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　「戻る道」？イラフ道から門道（ジョウミチ）を開削し辺戸上原へ繋ぐ　

　宮城樹正（元国頭村史編纂委員副会長・大宜味村史「通史編」、「資料編」専門部会員）

　【有名な「戻る道」の史実が捻じ曲げられ“公然の事実”として世間に認識されて

いる】とセンセーショナルな問題提起。今、目に見える門道のある村道が「戻る道」

だと語り継がれ、国頭村史や学校の副読本、観光マップなどにもそのように書かれ

信じられている。しかし、“本当の戻る道”は海側の外壁に張り付くようにして開け

られた幅 1m にも満たない、梯子を伝って上り下りするような剣路で、向こうから人が来るとすれ違うことができ

ないので一人は戻らなければならないという、まさに「戻る道」であった。

　1913（大正 2）年、当時辺戸尋常小学校の校長だった当山正堅は、戻る道の険路を解消するため、村人と共に宜

名真集落の後方に石を積みその上にイラフ道を通し、立ち塞がる大岩を開削して人と牛馬が通れるような一間の

門道を辺戸上原に繋げたので

ある。そして、その 25 年後

の 1938（昭和 13）年に、上

島四郎技師がイラフ道の上方

に県道を敷設し、幅一間の門

道を車が通れるように広げ

“戻らない道”となった。こ

の道は 1983（昭和 58）年に

全長 1,045ｍの宜名真トンネ

ルが開通するまで、宜名真か

ら辺戸への唯一の道として

人々に利用された。

　便利な道ができ、すっかり

藪に覆われ人々から忘れ去ら

れてしまった狭小で危険な本

来の戻る道とイラフ道を、宮

城氏は何度も現地を歩き丁寧

に検証し、理路整然と正しい

史実を伝えた。

　会場からは大きな拍手が送

られた。

▶
宮
城
樹
正
氏

　～深く掘れ汝の足元の泉～

◀
宮
城
氏
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ା教育㐳ࡓࠦ～߹ߓߩ

　明けましておめでとうございます。 今年は巳年。 ヘビの 「復活と再生の象徴」 から 「新しいことが始まる年」 になると言
われています。 新しいことはちょっと怖いけれど楽しみでもあります。 「ワクワクすっぞ」 の気持ちで進んでいきたいです。
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ᓇ㧤ጊᦸ

㸯日（Ỉ）元日

㸲日（土）༑ṓの㞟い

６日（月）ᐁබᗇ事ጞࡵ

７日（ⅆ）㸱Ꮫᮇጞᴗᘧ　

᪂の㞟い　༊㛗会

㸶日（Ỉ）ᅜ㢌地༊ᾘ㜵ᅋฟึᘧ

13 日（月）ᡂேの日

14 日（ⅆ）（୰㸱）୕⪅㠃ㄯ 㹼 16 日

18 日（土）わんぱくయ㦂ᅋն

19 日（日）┴ 37$ ◊✲大会（ྡㆤᕷ）

23日（木）定教育委員会会議

25 日（土）⏘ᴗまつり 㹼 26 日

29 日（Ỉ）旧正月

˔１
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